
＜高齢化の問題＞ ・老人クラブの名称について誰もが親しみやすい愛称化を検討する

○世話人不足により老人クラブ会員が減少している 単位老人クラブ加入促進 ・未加入者への体験参加を勧める

○一人暮らしや高齢夫婦世帯が増えている 運営サポーターの養成 ・加入促進のためのチラシを作成する

○敬老会などの運営や支援体制が足りていない 住民相互の助け合い ・町内会会則に老人クラブの位置付を明確にしていく

・訪問や安否確認を行いながら地区行事やサロンへの案内等を行う

＜少子化・子育ての問題＞ ・まず知り合うことから子どもや親の関係づくりを進める

○子どもが少なく子ども会活動が困難 子ども会協同活動推進 ・チャレンジ大殿健児交流事業の参加者や運営の拡充を図る

○子ども会と他団体の連携が不足している 講座や交流の仕掛け ・近隣町内会の交流（お祭りへの相互招待、運動会での合同チーム参加）

○地域内の施設（地域交流センター）で育児相談が 相談窓口の活用 ・各町内や地域の行事を紹介しあう事例集などを作成する

　受けられない ・乳幼児から高齢者まで一連の流れで事業を検討していく

・講座や交流を仕掛ける

＜コミュニケーション・公共施設の問題＞ ・町内会との連携強化を進める

○高齢者が集える集会所（サロン）が増えない 集会所の設置増加 ・集会所（サロン）設置に関する実態調査を行う

○世代間の交流が少なくなっている ・町内会の行事を活用し交流を仕掛ける

○地域で助け合う仕組みが十分浸透していない ・三世代交流事業への参加を促す

・掲示板を活用して困りごとを共有する

＜町内会活性化の問題＞ ・広報や案内など情報提供システムを整える

○参加者が固定化し行事が周知できていない 情報システムの整備 ・町内会を通じて地区行事を周知していく

○町内会ごとの活動に温度差がある 地域マイスターの養成 ・一役参加を広げると共に参加しやすい雰囲気を醸成していく

○自主防災組織確立に向けての体制づくりが進んで ・町内会長同士の交流を深める

　いない

＜コーディネート機能の問題＞ ・各団体と連携しリーダーとなる人材を育てる仕組みをつくる

○次世代を担うリーダーや世話人が不足している サポートシステムの構築 ・大人版ＯＴＫ（大殿地域に貢献し隊）を立ち上げる

○多世代の悩みを聞きつなぐ仕組みがない ・それぞれの事業を統合、一元化する方向性について検討する

○ボランティアの受け皿を担う機能がない
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